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研究成果の概要（和文）：中央及び地方の様々な公的機関が、中小ベンチャー企業育成のための施策を行ってい
るが、必ずしも十分な成果はあげられていない。本研究では、公的支援を受けた企業と、公的支援を受けていな
い企業との比較分析を行うことにより、公的機関の役割について、新しい知見を見い出すことを目的とする。具
体的には、公的なビジネスインキュベーション施設に入居している企業と、一般企業に対して調査票を送付し、
外部の専門家との連携度合いや、求められれる支援の違い等について分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Policy measures for nurturing small- and medium-sized enterprises have been 
widely adopted in both the central and local support organizations in Japan. However, the results 
and outcomes of these policies are rather unclear. In this study, the comparative analysis between "
receiving" and "non-receiving" enterprises in business support by public organizations. More 
concretely, questionnaire surveys were sent to the business incubator resident enterprises and 
enterprises in general, and then, the differences of required business support and the degree of 
collaboration and relatedness of business experts and outer organizations were examined.

研究分野： 技術経営論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
長らく経済停滞が続く我が国において、経済の新陳代謝を促し、イノベーションの創出を通じて、新しい雇用と
市場を創造していく起業家を生み出すことは、極めて重要な意味を持っている。中小ベンチャー企業育成につい
ても様々な施策が講じられているが、支援と成果の関連性などは明確には検証されてこなかった。本研究では、
これまでのビジネスインキュベーション施設を対象とした研究データを基に、支援と成果の関連性を分析すると
ともに、インキュベーション施設の入居企業と一般企業との違いを分析することで、より効果的な中小ベンチャ
ー支援施策の立案と実施に向けた政策的含意を提示した。








